
 今回の⼤会⻑は東邦⼤学看護学部⻑・公衆衛⽣看護

学研究室の岸教授。講演やシンポジウムでは地域でケ

アを提供している⽅々が多数登壇され、参加者との意

⾒交換も活発に⾏われました。「新たな視点やケアの

⽅向性を確認をすることができた。」という感想もい

ただき、まさに“地域で共に創る”学術集会となりま

した。演者の皆さま、ご参加いただきました皆さまに

⼼より感謝申し上げます。運営関係者の皆さまもお疲

れ様でした。

 次の学術集会は、12⽉21⽇（⼟）です。またお会

いできますことを楽しみにしています！

東邦看護学会
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【会場の声】

 今回もオンライン開催のため、⾃宅や職場から

も参加可能でしたが、会場で来られて発表された

⽅も多く「共同研究者と⼀緒に質問対策です。」

とチーム⼒発揮が理由のようでした。会場には、

サポートする実⾏委員も待機し、発表練習や打ち

合わせの場も準備されていました。緊張感はあり

ますが、発表者を応援する雰囲気が満載。学術集

会の運営にも“東邦看護学会”らしさが反映され

ていました。
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こ え て 、 つ な が る 。

－ 地 域 で 共 に 創 る シ ー ム レ ス な 看 護 ー

会場の様⼦

2 0 2 4年2⽉発⾏

業務や委員会活動などを「⽇々の取り組み報告」とし

て発表するなど、活動から研究への発展も⽀援してい

ます。いろいろな場所の専⾨職の⽅々にも⼊会してい

ただき意⾒交換できたらと思います。

⼊会をお待ちしています！

東邦看護学会⼊会案内
  主な活動

年に2回学会誌発⾏

毎年１２⽉に開催される学術集会

研究助成⽀援

講座受講⽀援（看護企画室キャリア⽀

援部⾨との協賛企画）
⼊会はコチラ

共同研究者も

応援！！



①研究対象者を当院の看護師に限定したため、⼀般化は難しいという研究の限界がありました。
 しかし、この研究が東邦⼤学職員の⽅の⽬に留まることがあれば、少なからず何かの役に⽴てる  
 のではないかと思い、東邦看護学会での研究発表を選びました。

②よかったこと：研究結果から、⻑⽇勤の負担感の原因がわかり、残業を減らすために業務委譲す 
 る必要性が明らかになりました。⻑⽇勤勤務者の休憩が取れるように業務調整を⾏うことができ 
 ました。
 ⼤変だったこと：アンケート調査の集計です。記述式の設問には、ありがたいことに⻑⽂でお答  
 えいただいた⽅も多くいたため、データの集計と分析には時間をかけました。

学術集会終了後に病棟へ戻りスタッフの顔を⾒てやっと発表時の緊張がとれたそうです。
実践者が多いのも本学会の特徴です。⾝近な学会！です

 （広報委員より）

「withコロナにおけるシームレスな在宅移⾏についての検討
ー退院前カンファレンス未実施患者を担当した訪問診療医・訪問看護師・介護⽀援専⾨員への実態調査からー」
◎駒﨑泰⼦ 畠⼭純恵 新井有希⼦ 伊藤尚美 佐々⽊絵⾥加 池⽥三⾹ 宮城智賀⼦ 祖⽗江由紀⼦
（東邦⼤学医療センター⼤森病院）
①�研究結果の「在宅⽀援者はオンラインであっても退院前カンファレンス開催を希望している」などを⾃施設の��
����看護師に知ってもらうことで、退院前カンファレンス推進や退院⽀援の質の向上に役⽴てることができると考
�����え、東邦看護学会で発表をしました。

②�よかったこと：在宅⽀援者の率直な意⾒を聞くことができました。在宅⽀援者はオンラインでのカンファレン 
 スに対し予想に反してあまり抵抗感がないことが分かったので、来院での参加が難しい場合は、オンラインカ 
 ンファレンスを提案しやすくなりました。
� ⼤変だったこと：アンケートで頂いた意⾒をどのように考察しまとめたらよいのか迷うことがありました。
 研究⽀援者の⽅からアドバイスをいただきながら考察を深めました。

「⻑⽇勤勤務の疲労感や負担感に関する実態調査」
◎⼤橋野乃花 �江原依⾥ �狩野容⼦�（東邦⼤学医療センター佐倉病院）� 

 初めての学会発表に本学会を選ん
でいただきありがとうございます！

（広報委員より）

「当⽇は佐倉病院のZOOM会場から緊張しながらの参加。会場
で他の参加者や実⾏委員の皆様から優しい⾔葉をかけていただ
きホームであることの安⼼感と温かさが本学会の良さ」

とお話いただきました。（広報委員より）「⾃傷・⾃殺企図を繰り返す患者に対する看護に関する研究」
◎⾹取萌 伊藤桂⼦ （1�元東邦⼤学看護学部 2�東邦⼤学看護学部）

ZOOMでの発表だったために、「助けてもらえる⼤森ZOOM
会場から発表しました」と教えていただきました。「助けても

らえる」と思ってもらえたことが嬉しいです。
（広報委員より）

学術集会賞を受賞された⽅々
お め で と う ご ざ い ま す ！

①�この研究をするにあたり指導して下さった伊藤先⽣が東邦看護学会で発表してみないかと声をかけ 
 �てくださったのがきっかけです。また私⾃⾝今回が初めての学会発表だったので、最初の発表は  
 �⺟校の関係者の多い東邦看護学会で発表したいという思いがありました。
 
②よかったこと：現役の精神科看護師さんに話しを沢⼭聞くことができたこと。書籍や論⽂からでは
 得ることができない情報を得ることができました。
 ⼤変だったこと：集めたデータから考察を導き出すこと。膨⼤な量のデータをどう扱うのか、先⾏ 
 研究との⽐較など何度も悩みました。

①学会発表の経験がなく、⾝近な東邦看護学会であれば発表ができると思いました。
 また、東邦⼤学の職員の⽅々であれば「研究結果を⽇々の業務に取り⼊れてもらえる」と思ったからです。

②よかったこと：ICに関する先⾏研究は沢⼭あり、その先⾏研究を調べるだけでも多くの学びがありました。
 ⼤変だったこと：先⾏研究を参考にどのようなアンケートを作成したら⾃分たちの研究に活かせるのか 
 を考える過程や、研究結果を考察する過程で何度も考え直して時間がかかりました。

「消化器疾患を持つ患者のインフォームド・コンセントに対する看護師の困難感についての現状調査」
��◎新島翔⼦、⼤須賀⽂、加茂あゆみ（東邦⼤学医療センター⼤森病院）
  

① 東 邦 看 護 学 会 で の 発 表 を 選 ん だ 理 由
② 研 究 を 進 め る う え で よ か っ た こ と 。 ⼤ 変 だ っ た こ と 。

連 携 し て い る 施 設 の ⽅ に も
知 っ て ほ し い
発 表 す る 時 の 安 ⼼ 感
学 会 デ ビ ュ ー の 場
⾝ 近 な 学 会
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